
平成30年度 全国高等学校教育改革研究協議会



パイオニア・アドバンスト・プレイスメント（P-AP）

～早期の“動機付け”から“深い学び”へ～

愛媛大学附属高等学校
副校長 彦田順也

プログラムの創設と二重単位の付与





大学教育の到達点の高度化
～早期の”動機付け”から”深い学び”へ～

大学教養科目の受講

各学問分野の

入門科目

附属高校生120名を

大学教員50名が指導する

「課題研究」

「日本学生科学賞」受賞

日本語リテラシー

教育等の早期履修

日本語検定「優秀団体賞」受賞

愛媛大学
FD/SD、教育改革
の実績の積み重ね

附属高校
高大接続のモデル

多様な能力・資質を評価する入学者選抜

大学教育の先取り～学びへのモチベーションを高めるために～

愛媛大学 テーマⅢ（高大接続）

他校
（SSH,SGH等）
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③高大一貫で汎用的能力を

育てるICT教材の開発

②ルーブリック評価による
「課題研究」の高度化と

入試への活用

①パイオニア・アドバンスト・
プレースメント科目の創設と

二重単位の付与

幅広い教養と
深い理解

知の運用能力
（ジェネリックスキル）

課題発見・解決力
学び続ける意欲
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受講者 単位認
既修得
単位認

受講者 単位認
既修得
単位認

受講者 単位認
既修得
単位認

環境学入門 14 7 3

人間科学入門 15 15 9

生活科学入門 15 12 1

考古学入門 15 15 6

法学入門 15 12 9

経済学入門 15 15 8

物理学入門 9 9 3

化学入門 8 8 2

生物学入門 5 5 3

地学入門 8 8 3

20 11 8

19 18 0 18 18 0 21 18 0

158 135 55 18 18 0 21 18 0

平成28年度　愛媛大学教育・学生支援機構　高大接続科目等履修生の単位修得状況

※「既修得単位認」定者数は「単位認」定者のうち，愛媛大学に入学し，入学前の既修得単位と
して申請・認定された者である。
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数学入門

合　計

附属高校 松山東高校 松山南高校
高大接続科目



受講者 単位認
既修得
単位認

受講者 単位認
既修得
単位認

受講者 単位認
既修得
単位認

環境学入門 17 17 5

人間科学入門 17 17 7

生活科学入門 17 11 1

考古学入門 17 17 8

法学入門 17 13 3

物理学入門 10 10 4

化学入門 5 1 0

生物学入門 16 13 5

12 5 5 16 15 0 9 8 1

20 20 0 12 12 0 20 15 0

148 124 38 28 27 0 29 23 1

数学入門

ことばの世界

合　計

※「既修得単位認」定者数は「単位認」定者のうち，愛媛大学に入学し，入学前の既修得単位と
して申請・認定された者である。

平成29年度　愛媛大学教育・学生支援機構　高大接続科目等履修生の単位修得状況

高大接続科目
附属高校 松山東高校 松山南高校
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愛媛大学附属高等学校

平成20年度スタート



愛媛大学農学部附属農業高等学校 改組



愛媛大学附属高等学校 概要

１．全日制総合学科 ４系列 （生命科学，物質科学，教養文化，社会文化）

２．生徒数（平成30年度） ： 364名 （男128，女236），１学年120名３クラス

３．教員数 ： 37名 （含併任校長，養護教諭，常勤講師）

４．進路状況 （平成29年度 卒業者数115名）

（１） 進学 110名（国公立大学 57名，私立大学 47名，その他 6名）

（２） 就職 1名，その他 4名 （浪人等）

５．教育理念

本校は，「地域に役立つ人材，地域の発展を牽引する人材の養成」を目
指す愛媛大学の理念にもとづき，生徒に「学びに対する高いモチベーショ
ン」「地域を担う意欲」とそれを支える「確かな学力」を育て，「生きる力」を
愛媛大学と連携して，培うことを理念とする。



卒業後の進路

• やや減少気味ではあるが，愛媛大学への進学者が約半数。
• 愛媛大学各学部・学科は推薦入試・ AO入試の枠を拡大し、高大
連携を含む幅広い観点による入試を実施。

29年度 28年度 27年度 愛媛大 29年度 28年度 27年度 国公立大 29年度 28年度 27年度

国公立大学 57 61 56 法文学部 10 11 16 愛媛大学 40 52 46

私立大学 118 135 152 教育学部 6 11 5 北海道大学 1 0 0
私立短期大 4 6 4 社会共創 10 14 7 名古屋大学 1 0 0
専門学校 10 10 20 理学部 1 4 4 神戸大学 0 0 1

医学部医 0 0 0 広島大学 1 0 0

公務員等 1 1 2 医学部看 1 2 4 岡山大学 1 1 0

工学部 4 2 1 高知大学 2 0 1
　※過年度卒を含む 農学部 8 8 8 徳島大学 0 0 1

ＳＳＣ 0 0 1 香川大学 1 0 3

鹿児島大学 0 0 1
医療技術大学 3 3 0

進路実績（合格者総数）



卒業後の進路
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愛媛大学附属高等学校

平成29年度 国公立大学合格者

AO 推薦 一般
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平成29年度 愛媛大学合格者
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3.4km



附属高等学校



小１プロブレム

中１ギャップ

高１クライシス

大１？

子供の教育環境や学習内容が
大きく変化する時期と

その変化に伴うリスク



伊豫学地域の産業

愛媛大学を学ぶ。

産業・職業を学
ぶ。

愛媛の歴史・文化
・環境などを学ぶ

高大連携教育プログラム

１年次

２年次 グローバルスタディーズ 異文化理解

３年次 課題研究 リベラル・アーツ

自己を探る。 大学を感じる。

大学の研究を知る
世界の人々と交流

日本語力を身につける

Local to Local





ＳＧＨ実行委員会
企画・運営・統括・渉外

ローカル グローバル グローカル

１年学年団

学年主任・副主任
担任・副担任

２年学年団

学年主任・副主任
担任・副担任

３年学年団

学年主任・副主任
担任・副担任
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農業

工業

国語

外国語

数学

地歴・公民

理科

情報

家庭

保健体育

地域の産業

俳句

職員会議

運営委員会

副校長
本事業統括

主幹教諭 事務課長

会計管理

校長
本事業責任者

愛媛大学
管理機関

事務職員

経理・事務等

愛媛県教育委員会

愛媛大学
・法文学部
・教育学部
・理学部
・工学部
・医学部
・農学部

連携

企業等

・三浦工業株式会社
・井関農機株式会社
・株式会社愛媛銀行
・えひめグローバル
ネットワーク
・子規記念博物館

etc.

連携

ICTの活
用

運営指導委員会

文部科学省
指定

実施体制



「リベラル・アーツ」 が目指したもの

平成20年度附属高等学校改組時の素案

大学の授業がどのようなものであるかを理解させ，最終的に進路を決

める一助とする。高等学校学修課程の範囲を超えて，広い視野で学問を
学ぶことができ，大学入学後のミスマッチを防ぐことにもなる。

前期約３５時間は，大学１年次生対象に開設されている共通教育科目

を履修させ，単位の重複修得（高等学校の単位及び大学入学後の大学
の単位）を認める。後期約３５時間は，希望する学科の研究室を訪問し，
見学・実習等を行う。可能であれば卒論，ゼミの見学や実験の手伝いをさ
せる。その中で，大学教員・大学院生・学部学生からの指導助言を受け
る。研究室訪問の中で，トライアルゼミ（ゼミ形式の学習）を実施する。数
名の班に分かれて，大学教員・附属高等学校教員の指導を受けながら，
輪読等を実施する。



二重登録と二重単位プログラム
このプログラムは，ワシントン州の学生が高校在学中に
大学の履修単位および有用な大学レベルの技能を修得
することを支援するものです。



高大連携科目「リベラル・アーツ」とは

• ３年生全員（120名）が、愛媛大学共通教育科目（教養科目／
学問分野別科目）を大学生とともに受講する。

• パイオニア・アドバンスト・プレイスメント（Ｐ－ＡＰ）プログラム
を創設し、二重単位付与を行う。



高大連携科目「リベラル・アーツ」とは

愛媛大学
・ 大学教育の先取りによる学ぶ意欲の向上と大学教育の高度
化を図るため、高校生に大学の講義を受講する機会を提供
・ 2016年度 愛媛大学に「高大接続科目等履修生」制度を創設

・ 高校生を愛媛大学の「高大接続科目等履修生」として受入れ、
成績判定により、大学の単位（１）を付与
・ 大学入学後は、既修得単位として扱うことができる

附属高等学校
・ 正課授業として、学校設定科目「リベラル・アーツ」を新設し、
単位（２）を付与



高大連携科目「リベラル・アーツ」とは

１．学校設定教科「グローバル・エデュケーション」の学校設定科目

２．受講生徒 ： 本校３年生 （120名） 全員

３．開講曜日，時限 （時間割上の扱い） ： 木曜日

（１） 高等学校 ： １，２時限 （8:55～10:35）
（２） 大学 ： １時限 （8:30～10:00） 第１クォーター

（平成28年度よりクォーター制を導入）

４．出欠確認，受講等の要領

8:00～ 8:20 出欠確認 （於大学図書館前） ３年部教員２名
8:30～10:00 受講 （高校教員は適宜巡回）

10:00～10:30 移動 （自転車等，キャンパス間 3.4km）
10:30～10:40 ＳＨＲ



高大連携科目「リベラル・アーツ」実施体制



附属高校３年生
科目「リベラル・アーツ」

～愛媛大学の授業を大学生と一緒に受講～

前学期 木曜日１時限目（８：３０～１０：００）

科目番号 科目名 授業題目 担当教員

A0602 環境学入門 日本の森林環境 井上 幹生

A0604 人間科学入門 平和学（平和のための戦争学を考える） 和田 寿博

A0607 生活科学入門 薬学入門 古賀 理和

A0617 考古学入門 過去の社会と文化を探る 田﨑 博之

A0619 法学入門 日常生活におけるトラブルと法律 小田 敬美

A0625 経済学入門 現代資本主義と商品論 赤間 道夫

A0633 物理学入門 物理学入門 栗栖 牧夫

A0635 化学入門 化学入門 板垣 吉晃

A0637 生物学入門 植物の形態と働き 佐藤 康

A0638 地学入門 地球－生命圏システム入門 堀 利栄



「リベラル・アーツ」 受講者アンケート
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授業のテーマや内容に対して興味や関心が持てたか

ア 大変、興味や関心が持てた イ どちらかといえば持てた
ウ 普通 エ どちらかといえば持てなかった
オ まったく持てなかった

８７％

成績 人数

秀 25
優 47
良 22
可 12
不可 13








